
趣　旨

　さまざまなメディアを駆使したユニ－クなまちづくりが各地で行なわれています。市民・住民がメディアを活用してまちづくりをすすめているケ－ス、メディアが地域ネットワ－クの中核になっているケ－ス、在日外国人のくらしを新聞でつないでいるケ－スなど、親密に支えあい、くらしやすいコミュニティをつくるうえで地域のメディアが果たす役割は重要です。私たちがまちづくり活動を進めるうえで、地域のメディアをどう活用していったらいいのか、市民・住民側の思いとメディア側の思いやそれぞれの実情、どんな場合にどんなメディア使うとを役立つか、どうしたらメディアを活用できるようになり発信できるようになるか、そのプランと技術をどう身に付けるかなどの課題に、さまざまな実例から知恵を集めます。
· まちづくりにメディアを活用したいグル－プ、地域、個人

· 活用してほしいケ－ブル、ＦＭ、新聞、タウン誌などメディアの運営者
・地域情報化を進めたい行政やＮＰＯ、その他関心のある人の参加を歓迎します。

■事例報告者　
●杉江恵子／常滑市・まちづくりグル－プ「あすとこねっと」
●阿部好一／鈴鹿市・ケ－ブルテレビ「ケ－ブルネット鈴鹿』社長」
●北川喜英／名古屋市・英字新聞「ＣＨＵＢＵ ＷＥＥＫＬＹ」など主宰
●中野了子／美濃加茂市・地域新聞「可茂ジャ－ナル」編集長。（当日、急用のため欠席）
■司会＝高野春広／ＮＨＫ名古屋局チ－フアナウンサ－
■タイムテーブル

13：30    開会

15：00    休憩

15：15    交流討論

16：30    閉会

討論の経過と概要

　　まちづくりのなかに、ＣＡＴＶやコミュニティＦＭ、地域の新聞、タウン誌、インタ－ネットなど、さまざまな地域のメディアが活用されてきているが、さらに近年ＣＳ（通信衛星）を使った各地からの全国発信、ＮＰＯの番組づくり、三重・岐阜も含めて自治体の全国放送（ＣＳ国会テレビの中での「地域から日本を変える」）なども始まっている。私たちは地域のメディアをどう活用していったらいいか、どのようなメディア・プランをもったらいいのかという問題意識で、まちづくりにメディアを活用しているグル－プや個人、ケ－ブルなどメディアの、地域情報化を進めている行政やＮＰＯの人たちなど40人ほどが参加して、高野春広さん（ＮＨＫ名古屋局、「市民とメディア研究フォ－ラム」）のコ－ディネ－トで議論が進められた。

　　事例発表では、常滑のル－ツをさぐり現代のまちづくりに活かそうと、地元のケ－ブル「常滑ニュ－テレビ」に企画をもちこみ、ビデオ制作を通してネットワ－クをひろげてまちづくりに役立てている、常滑市のまちづくりグル－プ「あすとこネット」歴史文化部会の杉江恵子さんたちの体験には、多くの参加者が共感した。鈴鹿市・ケ－ブルテレビ「ケ－ブルネット鈴鹿」社長阿部好一さんは鈴鹿市の藤倉電線が地元でつくったケ－ブルテレビに派遣されて、地域活動や番組制作に乗りだし、また全国の防災ボランティア団体のコ－ディネ－タもつとめている体験を語った。北川喜英さんはいろいろなメディアを経験したあと、メジャ－なメディアでは伝えないできごと、社会問題、文化、娯楽、くらしの話題までを英語情報を必要とする人、国際感覚で交換したい人などに名古屋から発信したいと、英字紙「CHUBU WEEKLY」やインタ－ネットで発信している様子を語った。

　全参加者がなぜ地域のメディアに関心をよせているか、どのように関わっているかなどの自己紹介のあと、どうすればメディアに参加・発信してゆけるだろうかという点から、発信したい人の個人的な姿勢や考え方（ジャ－ナリズム精神）の問題、身近なケ－ブルテレビの双方向性などの機能についての評価・利用価値、さらに具体的な制作資金、制作の手続き、技術などの諸問題や、制作・発信を保障するアクセス制度の重要性、それを支援するアクセスセンタ－の必要性などが熱心に話し合われた。

事例報告

杉江恵子
「市民・住民がメディアを活用してまちづくり」

経緯

私自身は一主婦。下の娘が幼稚園に行く頃「社会参加したい」との思いから、公民館の公開講座をきっかけに歴史文化を勉強。機関紙「つちのこ」を発行し、市民に歴史文化を伝えてきた。この「つちのこ」の勉強会を通じ、それまではあまり好きではなかった常滑のまちに関心を持つようになった。どうすれば他の人々にも自分のまちを好きになってもらえるか考えていたところへ、ちょうどCATV制作の話があり、参加することに。

＊制作しCATVで放送したビデオ：天神山の石碑にまつわる歴史と歌を紹介。

制作に携わって

CATVはなかなか反応が返ってこないのだが、わりと多くの人が関心をもって見てくれているなあ、というのが実感。また、シナリオ作りもディレクターも全くの初心者だったが、いざやってみたらできるものだと思った。グループ内での役割分担がうまくできると成功するようだ。これまでに放送した全１２回をビデオ化する計画もある。CATV側にも評価され、嬉しく思う。小中学校でも使ってもらえたら、と思っている。

今後

未来をつくっていくときの「共通の基盤」に、歴史文化はぴったりであると思う。CATV側といい関係を保ちながら、これからも伝えることを通してまちづくりに関わっていきたい。

質疑

伊藤ふさ／グル－プ縁女

　　　　　　　CATVとの話がすぐにまとまったということだが。なぜ。

杉江　　　　もともと顔見知りで、一緒にやりたいという話は前からあった。

伊藤　　　　私たちもCATVを利用したいのだが、なかなか話がまとまらない。人間関係も大事なのですね。

杉江　　　　企画書はきちんと書いて出した。

高野　　　　熱意が伝わるかどうかも大切。

広瀬康之／岐阜まちづくりネット

　　　　　　　スタッフの仕事内容について教えて下さい。

杉江　　　　１ヶ月に一本のペース。皆仕事を持っているのでこのくらいがちょうどいい。

久野節夫／名古屋市社会福祉協議会

　　　　　　　CATVの加入者数、視聴率、大都市と常滑の違いなどについて。

杉江　　　　人口５万の都市で、５０％以上の加入率。視聴率ははっきりはわからないが地方都市としては高

　　　　　　　い方らしい。経営も黒字らしい。

高野　　　　名古屋CATVはどうか。

加藤篤次／名古屋CATV

　　　　　　　加入件数は１８万。全国２位の規模。

阿部好一

「メディアがコミュニティのネットワークを支えた」

経緯

「青天の霹靂」でCATVに携わることになった。当時、CATVに関しても鈴鹿に関しても、ほとんど無知だった。今は「何も知らない人間がこういう事業を始めたメリットもある」と感じている。

＜CATV事業に携わって＞当初は「親会社（藤倉電線）のCATV」のようで違和感を覚えていた。そこで、外注をほとんどなくした＝BSにもCSにも負けないのは「地域に特化」という視点である、と自覚した。人事の視点を変えた＝何でもできて人に愛される人間を、と考え中途採用も積極的に増やした。まず自分が番組を作れるようになろう、と努力した＝しかしやってみるとなかなか難しい。責任の大きさを痛感した。メディアとは「信頼」を売る存在である、と。

· ビデオ「伊勢商人シリーズ」上映。江戸時代、五街道の始点日本橋付近に伊勢商人が住みつき、商売の拠点にした、という話。

質疑

高野　　　　阿部さんのところでは、CATVが、メディアだけでなく災害防止の拠点などとしても利用されてい

　　　　　　　る、という点を付け加えておきたい。

阿部　　　　私自身は、メディアで商売すべきでない、とも考えている。それでコンサートホールを開放したり、

　　　　　　　「どんぐりの会」を結成して健常者・身障者双方の視点で番組を作る工夫をしたりしている。

北川喜英

「地域と英字新聞」

経緯

　もともとDJに憧れ名古屋へ。東海ラジオに勤務。ラジオで表現力を鍛えられる。その後会社を設立し、コンピュータ関係のクライアントを得てパソコン通信喫茶（今のインターネットカフェ）でDJをする。そのとき、パソコンを中心としたネットワーク（コミュニティ）が徐々にできあがるのを目の当たりにした。この過程で「コミュニティが生まれ、そのなかで自分が人に何かを伝え、返ってくる、情報のやりとりができる」ことの面白さを知る。→CHUBU WEEKLYの発行へ。

＜CHUBU　WEEKLYを発行して＞

メディアプランナーとして、外国人に日常必要な情報を無料で（広告収入のみで）提供していきたい。自分たちが発信する情報を常に把握していきたい、との思い。今年で３年目。地域貢献をしている、との自負も。

今後 

国際化に対応できるジャーナリストを育成していきたい。一オーディエンスとして、発信された情報が本当に正しいのかどうか、いったん反芻する習慣を確立することが必要。また、国際化に対応する子供たちを育成していきたい。コンピュータリテラシーとともに英語教育も大切。社会のなかでさまざまなエキスパートがいて、それぞれが役割分担しながら教えていく、という方向へ。

＊ビデオ「メディアプランナーとしての北川喜英」上映。

→会社が個人ではなく組織としてイメージされてしまうところに、日本と海外との差がある。だから今日は、会社組織としてではなく一個人としての北川、という立場で話した。

休憩／参加者自己紹介

フリー全体交流討論の様子

CATVへの市民のアクセスに関して

森西宏巳／三重県ＮＰＯ室

　　　　　　今度CATVで、市民団体が制作に携わった、県の番組を放映する。今後も市民が情報発信でき

　　　　　　る番組を作っていきたいのだが、可能だろうか。

伊藤　　　阿部さんは１作品３万円で番組を作れると言ったが、本当だろうか。やりたいという気持ちだけでは

　　　　　　できないのではないか。

阿部　　　全くのゼロからでは、３万円では無理。あくまで特別な例。経営者の視点からいうと「限りなく市民の

　　　　　　ニーズに沿うことが長い目で見ると良い」と思う。

尾石美智代／ケ－ブルテレビ可児

　　　　　　私たちの場合、やりたい人を募ったが、反応は少なかった。やりたい市民がいればできるだけ協力

　　　　　　したい、要領や技術面では支援したい、と思っているのだが。

愛宕　成／ネットイン京都

　　　　　　チャンネルはどんどん増えている。市民参加のチャンスも増えている。参加の意志とある程度のお

　　　　　　金があれば、ローカルレベルなら実現の可能性はかなり高い。KBS（近畿放送）では「アクセスクラ

　　　　　　ブ」という試みを開始。ただし問題点は多い・・お金、編成、責任者etc。

高野　　　CATVだけでなくNHKでも市民参加のチャンスはある。双方がマッチングすれば可能。一律に「マ

　　　　　　スメディアはダメ」と考えるのではなく、それぞれそこに働く人の「顔」があるのだから、いろいろな形

　　　　　　で意志をぶつけ合うことが、まず大事では。

阿部　　　各局には番組審議会がある。市民の意見を反映し、市民から要求されれば公開することが義務づ

　　　　　　けられている。公共の電波を使っている点ではCATVもNHKも同じ。

CATVの内容に関して

野原　仁／同志社大学

　　　　　　多様な視点で作られている点は評価。しかし、地域の問題を伝え提起していくというジャーナリステ

　　　　　　ィックな視点が欠けている。今後改善できるだろうか。

広瀬　　　そういう視点は設立時にすでに含まれているのではないか。

渡辺敬一郎／あすとこねっと

　　　　　　局の考えが出すぎてしまうのは良くない。いろいろな人が話し合える場・番組は必要。

野原　　　フォーラム（討論の場）となる番組が、現状ではほとんどないと思う。作っていくためにはどうしたら

　　　　　　いいのか、具体的に考えていかなければならない。

服部則仁／ひと・まち・未来ネットワ－ク

　　　　　　今後（コンピュータの時代に）、個人のメディアになっていく可能性はあるのだろうか。

津田正夫／市民とメディア研究会「あくせす」

　　　　　　NHKの「メッセージ６０」では、見学者が会場で収録した６０秒間の映像を翌週に放送している。当

　　　　　　初はメッセージ性の強いものも期待したが、実際には少ない。市民には、社会性のあるもの以外

　　　　　　に、「告知したい」「文化や悩みを共有したい」など様々な要求がある。何を言うべきかの前に、まず

　　　　　　「場」を作ること。そして「つなぐ人」が必要。

久野　　　コミュニティのなかでコミュニケーションが成されていない。それぞれの人の世界・考え・文脈を編

　　　　　　成していく人が重要。

北川　　　日本の新聞では誰が書いた記事なのか、ほとんどわからない。CHUBU WEEKLYの記事は、常に

　　　　　　一ジャーナリストが書いたものとして載せている。発行人として私が責任を持つが、それはあくまで

　　　　　　私が記者を信用しているから。CATVを利用したいという人々も、「私が作った」というポリシーを持

　　　　　　っている。「発言者は誰で、何が言いたいのか」はポリシーとして守っていかなければならないと思

　　　　　　っている。また最近は、インターネットを使い、名古屋の情報を知りたいという遠隔地の人々への情

　　　　　　報提供を考えている。

高野　　　メディアといっても広い。が、さまざまなヒントは出されてきている。

阿部　　　今の議論はまさに身を削っているところ。つまり、知識や理屈よりも伝えたいという意欲が大切。

　　　　　　いかに易しい番組を作るか、は難しい。いかに多くの人々とのハイタッチのなかで番組を作ってい

　　　　　　けるか、も大切。

CATVの双方向性について

原　佳宏／名古屋大学大学院院生

　　　　　　ふつうのテレビ番組とCATVでは「文句を言う人」が違うのでは、と感じる。CATVでは番組の評判

　　　　　　をどう聞いているか。

舟木　誠／商工会議所

　　　　　　「経営側のこだわり」と「消費者への気配り」のバランスをどうとっているか。ここがうまく均衡している

　　　　　　ところは繁盛するように思う。大手メディアとの違いは消費者との距離の近さであると思うが、CATV

　　　　　　では、消費者のニーズをいかにくみ取っているか。経営側のこだわり、ポリシーを、押しつけるので

　　　　　　はなくいかに「隠し味のように」入れているか。

石川　　　神戸のような非常災害時の情報伝達設備をどう置くか。停電したらどうするか、などヒントがあれば

　　　　　　教えてほしい。

沖野皓一／ジャ－ナリスト会議

　　　　　　　（阿部さんに）阿部さん個人は頑張っているようだが、アメリカのようにシステムとして確立していな

　　　　　　　い気がするが。

松浦さと子／名古屋大学大学院

　　　　　　アメリカのCATVは通信＝何を言ってもOK、日本のCATVは放送法の縛りを受ける。だからシス

　　　　　　テムを全く同じように確立させることは不可能。また予算の面でも無理。アメリカの場合コーディネイ

　　　　　　トする人（つなぐ人）がいて技術的・予算的に支援してくれる。日本では、作りたいと思っても、どこ

　　　　　　へ行って、誰に言えばいいのか、わからない。→非営利の市民団体のアクセスセンターができな

　　　　　　いだろうか。

服部　　　インターネットが広がれば、双方向性の通信のアクセスが可能になるかもしれない。exデジタル・コ

　　　　　　ミュニティ。

松浦　　　反論。私はインターネットをよく使う方だが、コンピュータに向かっていても孤独を感じる。サンフラ

　　　　　　ンシスコでも、コンピュータを使う人々が集まってCATVで情報発信している。ネットワーク＝つな

　　　　　　がっているという感覚、が必要。だから、全てがパソコンに置き換わるとは思えない。

まとめ：パネラーから一言ずつ

杉江

　　メディアとは大切なテーマであると痛感。私たちは常滑にまちづくりの拠点を作り、今成功していると思う。

阿部　

　　（ジャーナリスティックな視点をどうしているか、に対して）裏を確実に取らないと責任ある報道はできない。人員に限りがあるため限界を感じてはいる。だが、北川知事との討論番組など行政とのやりとりは続けている。（個人として頑張っていてもシステムとしてはまだまだでは、に対して）責任を持って任せられるスタッフを今育てている。今後は私が表に出なくてもいいようにしたい。だが、一番の課題が人員であることは確か。人材育成に懸命に取り組みたい。（災害のためのメディアとして、に対して）災害には弱い。だが、いざというときにはCATVにはホームターミナルがあり、電源が切れてもすぐにつくようになっていて、強制介入が可能。また今私自身が、全国の産官学の災害ネットワークを立ちあげようとしているところ。かなり専門的なチャンネルができる可能性。期待してほしい。（放送から通信へ、との指摘に対して）地域に線路があるというのが大事なこと。行政とやりとりしながら地域に特化し、多様なサービスを提供していきたい。

北川

　　（個人的な感想として）CHUBU WEEKLYは小さなメディアなので広告を取るのが難しい。しかし最近は少しずつ名が売れるようになってきた。名古屋に、英字新聞というマーケットが生まれるための媒体になれるよう今後も頑張る。葛藤もあるが。（英語教育に関して）英語放送局としてZIP-FMが指令塔になりつつある。そういう文化がこれからさらに生まれ、需要が大きくなれば、と思う。（インターネットについて）マルチメディア・メディアミックスがハード的には可能な時代。しかし各メディアがなくなるわけではない。互いに補完し合うことが可能。さらには、一地域のCATVが他地域のCATVと結びつき、ネットワーク化し、コミュニティができて、最終的には全国レベルへ、との願いも。未来のメディアへ。

高野　

　　メディアと市民をどうつなぐか、デジタル時代にどうあるべきか・・・課題は多いが、とりあえず今日は「出会い」を果たせたのなら幸いだ。

第10分科会


「地域メィアでまちをつなごう」








